
司会者：「下⽅修正について、その理由を教えてください」というご質問です。

清⽔：お伝えしたとおり、マイナスの要因が3つとプラスの要因が3つあります。⼤まかにお話ししま

すと、当初は⾃動⾞が挽回⽣産にはならなくても第4四半期からは正常化するだろうというシナリオで

した。

これは我々が勝⼿に思い込んだのではなく、下期くらいから正常化に向かい、第4四半期は挽回⽣産に

⼊るというのが、この当時のおおまかな⾃動⾞メーカーの⾒⽅でした。しかし、半導体を中⼼に部品

の調達が思ったよりも困難であったことがおそらく⼀番⼤きな要因で、挽回⽣産には⾄っていませ

ん。

それに連動して、電⼦部品にもブレーキがかかっていることが主たる要因だと考えています。

司会者：「外部環境が不透明ですが、採⽤効率が上がる中、引き続き積極的に採⽤は進める⽅針です

か？」というご質問です。

清⽔：確かに外部環境は不透明ではあるものの、お客さまからの⼈材のニーズは活発に出ています。

ただし、ここで考えたいことが1つあります。

質疑応答：下⽅修正の理由について

質疑応答：採⽤⽅針について



今すでに配属している⽅々の稼働を上げていくことのほうが、我々からすると⾮常にありがたいので

す。そして、働く⽅々も適度に時間外をこなすことで収⼊が増えます。第4四半期以降は、そのような

ことに軸⾜を置きながら考えていきたいと思っています。

それが、結果的に収益構造の改善につながります。また、これからは⾃動⾞に⾮常に偏重した増員を

⾏うという考え⽅から、将来を⾒据えた取引先・分野に⼈を積極的に配属していくことを考えていま

す。

これは、⾃動⾞系ほどマッチングが容易ではないことと話がつながっています。従前よりも⼀定程度

⻑い研修期間を経て配属することになると考えていますので、在籍数の伸びは若⼲ブレーキがかかる

ようではありますが、その分しっかりと稼働が上がっていくことで、売上と収益の伸びで結果を⽰せ

るのではないかと考えています。

司会者：「熊本研修センターを4⽉に開所する狙いについて教えてください」というご質問です。

清⽔：熊本研修センターは、当社の研修施設であるテクニカルセンター東⽇本が先⾏モデルになって

います。そこで蓄えたノウハウを活⽤していく計画です。「これから九州エリアで量産技術を確⽴する

時にキーになる⼈材を育成しよう」という⽬的です。ここでの研修は取引先としっかり話しながら、

カリキュラムについても相談して進めています。

この研修施設の育成能⼒を上げることにより、熊本を中⼼としたこのエリアの量産技術に必要な⼈材

の育成の基盤作りを、我々が先⾏で⽰していくことにもつながっていると考えます。

質疑応答：熊本研修センターの狙いについて



司会者：「⾃動⾞の挽回⽣産を含めた正常化は、来期に関しても難しいという考えでしょうか？」と

いうご質問です。

清⽔：我々の努⼒だけでは難しいお話です。パワー半導体も含めた⾃動⾞向けの半導体が、今どの⽔

準になっているかが⼀番わからないところです。

調達がうまくできることで、⾃動⾞は挽回⽣産に向かうと考えています。なぜなら、⽇本の⾃動⾞メ

ーカー各社はバックオーダーを相当数抱えており、納期を短くして納めていきたいからです。

状況を踏まえて挽回⽣産に向かいたいものの、必要な部品が調達できるか否かに⼤きく影響を受けま

す。しかし、着々と⼿は打ってきており、国内の⾃動⾞向けの半導体を作っている会社も増産してくだ

さっていますので、少しずつ改善していくと思います。

司会者：「電⼦デバイスの回復は、いつくらいと⾒ていますか？」というご質問です。

清⽔：これは私の考えというよりもお客さまの話をトータルで考えますと、特に半導体のメモリにつ

いては、当初は6⽉くらいから回復すると考えていましたが、3ヶ⽉ほど後ろにずれ込んだのではない

かと⾒ています。ですので、来年9⽉、10⽉以降の回復の妥当性が⾮常に⾼いのではないかと思いま

す。

ただし、どちらにしても5Gのインフラ整備が遅れているなどいろいろなことがありますが、テクノロ

ジーは着々と進化を遂げていますので、メモリにおいても半導体はこれから不⾜してくるという⾒⽅

でよいと思います。中⻑期で⾒ると、トレンドとしては右肩上がりで推移するのではないかと考えてい

ます。

質疑応答：⾃動⾞の挽回⽣産を含めた正常化について

質疑応答：電⼦デバイスの回復について


